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はじめに

新型コロナウイルス感染症の拡⼤が危惧される中で

地震や豪雨などの⼤規模災害が発⽣した場合、

避難所でクラスターによる爆発的な感染拡大が起こるおそれがあり、

「過去に例を見ない複合災害」への備えが求められています。

徳島県では令和２年８⽉８⽇（⼟）に

徳島県⽴鳴⾨渦潮高校において３密を避けるための

「スペースの確保」や「パーティションや段ボールベッド等の

効果的な活用やレイアウトの方法」、「避難者の受付」、「施設の衛生対策」など

具体的なシミュレーションを行う検証事業を実施しました。

本稿の検証結果を一例として、

避難所運営や訓練の参考として御活用いただければ幸いです。
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○事前受付はできるだけ避難所入口の外に設置する。
○避難者が２ｍ間隔で並ぶよう立ち位置の目印を付する。
　（運営スタッフによる声かけも行う）
○検温と消毒を必ず行い、「健康な人」と「発熱や体調不良のある方」の動線を分ける。
○発熱や体調不良のある方を専用スペースに案内するスタッフは
　PPE（個人防護具）を装着する。
○持ち物の確認や健康状態のチェック等、対面での会話を行う際は
　飛沫感染防止スクリーン等を設置する。

事前受付

■ 夏場に屋外で受付をする場合は、受付前にテントを設置するなどの熱中症対策を行います。

事前受付の
解説動画はこちら

「事前受付」は、避難所に訪れた人が最初に立ち寄る場所です。体育館
等の避難所に入る前に検温や体調確認を行い、「健康な人」と「発熱や
体調不良のある方」の動線を分けてそれぞれの居住スペース及び専用
スペースに案内します。
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ソーシャルディスタンスを保ちつつ
健康な人と体調不良者を振り分け

避難所内でのコロナ感染を防ぐため、事前受付は避難
所⼊⼝の外に設置するのが望ましいでしょう。

まず、受付では検温を⾏うとともに、避難者の手を消毒し
ます。健康な人は、スタッフが避難者の持ち物を確認し、
チェック表に健康状態を書き込みます。対⾯での会話を
⾏う際は、⾶沫感染防⽌スクリーン等を設置するのが望
ましいでしょう。その後、避難者は入所受付を行うために
「個別受付」へと向かいます。

一方、受付の検温確認時に発熱や体調不良を訴える方
がいた場合は、PPE（個人防護具）を装着したスタッフが
専用スペースへと誘導します。健康な方との接触をさける
ため、できるだけ別動線を設けるようにしてください。

■ 2m間隔で並べるよう足下に目印を付けます。

■ 受付に飛沫感染防止スクリーンを設置。 ■ 避難者の持ち物確認および健康状態をチェック。

■ 避難者のソーシャルディスタンスを徹底。

スタッフ

体調不良者の動線 健康な人の動線

2m間隔の目印

受付カウンター

避難者

専用スペースへ 個別受付へ

事前受付イメージ

2
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○避難者が２ｍ間隔で並ぶよう立ち位置の目印を付する。
　（運営スタッフによる声かけも行う）
○避難者カード記入の際も間隔を空ける。
○筆記用具は使い回しせず、クリップペンシルを活用するなど、
　各避難者で別のものを使用、もしくは毎回消毒を行う。
○受付では飛沫感染防止スクリーン等を設置する。
○受付ではネームカードを避難者に渡す。
　（ネームカードのない避難者は避難所の出入り不可とする）
○マスクを持参していない避難者については、受付に用意して配布する。

個別受付

■ スタッフと避難者が対⾯で会話を⾏う場合は、飛沫感染防止スクリーン等を設置します。

個別受付の
解説動画はこちら

健康な人が事前受付後に向かう「個別受付」では、「避難者カード」を運
営スタッフに提出し、避難所の⼊所受付を⾏います。受付担当者は避難
者カードを受け取った後に、入所の証明となる「ネームカード」を避難者に
渡し、居住スペースへと移動してもらうよう促します。

2
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避難者カードの記入時も
感染予防対策を徹底

受付に向かう前に、別のテーブルで避難者カードを記⼊し
ます。避難者が２ｍ間隔で並ぶよう⽴ち位置に⽬印を付
け、ソーシャルディスタンスを促します。筆記⽤具は使い回
しをせず、避難者ごとに消毒済みのペンを使用。使い終
わったペンは使用済みの箱に入れます。

避難者カードを書き終えたら個別受付に移動し、書類を
提出します。ネームカードを受け取った避難者を居住ス
ペースへ案内します。

■ 避難者ごとに使い捨てや消毒済みのペンを使用。 ■ ネームカード例。裏側に検温表を設けています。

個別受付イメージ

スタッフ

避難者

避難者カードの記入

避難者カードの提出
ネームカード受け取り

居住スペースへ

2m間隔の目印

2m間隔の目印

避難者

受付カウンター
（飛沫感染防止スクリーン設置）

■ 避難者は「避難者カード」を記入後、個別受付に移動。ネームカードを受け取り居住スペースへ向かいます。
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居住スペースから体調不良者が出た場合は一旦
「隔離スペース」で聞き取りを⾏い、できるだけ健康
な人との接触を避けながら専⽤スペースへと誘導し
ます。専⽤スペースの⼊⼝で、PPEを装着した担当
スタッフへ引き継ぎます。

居住スペース

■ パーティションを設けることで飛沫感染を防止できるほか、家族のプライベートな空間をつくることが可能。

居住スペースの
解説動画はこちら

「居住スペース」は、健康な人が避難生活を送るための場所です。避難
者同士の３密を回避するため、１⼈当たりのスペースを通常より広く確保
することが重要となります。

3

○１人当たりのスペースは４㎡以上、通路幅は２ｍ以上確保する。
○「パーティション」や「テント」を積極的に活用する。
○居住区画は、住所（コミュニティ）、性別、ニーズ、要配慮の状況等を考慮した
　割振りを行う。（区画の番号振りを推奨）
○施設内の換気や共用部分（ドアノブ、手すり、スイッチ、蛇口等）の消毒を徹底する。
○毎日検温と体調の確認を行う。
○居住スペースから体調不良者が出た場合、可能であれば隔離スペースを設けて
　聞き取りを行い、 発熱・体調不良者用の動線を通り専用スペースへ移動する。

ポイント
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■ 段ボールタイプ1人用

■ 簡易パーティション ■ ワンタッチテント ■ 大型テント

■ 段ボールタイプ4人用

パーティションなし

パーティションあり

6

避難所の広さや状況に応じて
パーティションタイプを選択

段ボールタイプのパーティションは、1人用、2人
用、4人用など家族の人数によって使い分ける
ことができます。必要に応じて、箱を組み合わ
せてつくる段ボールベッドも活用してください。

パーティションには段ボールタイプ以外に木材、
パイプなどいくつかのタイプがあります。また、
支柱なしで簡単に組み立てられる簡易パー
ティションやスピーディーに設営できるワンタッ
チテント、家族用の大型テントなどを活用する
ことも検討してください。

また、パーティションの高さは1.5mや1.8m等、
数種類あります。高さが高いほど飛沫感染防
止には有効ですが、費用やコミニュケーション
の取りやすさも考慮して検討してください。

2m

2m

2m

1人当たりのスペースは4㎡以上を確保 ■ １人当たりのスペースは４㎡以上、通路幅は２ｍ以上を確保します。

1人当たりのスペースは4㎡以上を確保
■ パーティションを設ける場合は密着して並べることができます。
　 通路幅は２ｍ以上を確保します。
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入口には〝立ち入り禁止〟の看板やシールなど
を分かりやすく設置し、健康な人が間違って
入ってこないよう十分に配慮します。

専用スペース

専用スペースの
解説動画はこちら

発熱や体調不良のある⽅には「専⽤スペース」を設ける必要があります。
専⽤スペース内では、感染症対策が特に必要となります。スタッフは必ず
PPEを装着して対応するようにしてください。

4

○専用スペースは可能な限り個室にすることが望ましいが、
　やむを得ず同室にする場合はパーティションで区切るなどの工夫をする。
○専用スペースには「専用トイレ」を確保することが望ましい。
○施設内の換気や共用部分（ドアノブ、手すり、スイッチ、蛇口等）の消毒を徹底する。
○毎日検温と体調の確認を行う。
○スタッフはPPEを装着する。
○発熱者ゾーンと濃厚接触者ゾーンへの動線をパーティション等で仕切る。

ポイント
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発熱者と濃厚接触者を分ける
専用スペースは可能であれば「発熱者ゾーン」や
「濃厚接触者ゾーン」など状況に応じたゾーン
分けを行い、パーティション等の設置によって動線
を区別します。

スタッフが体調不良者をサポート
事前受付で発熱者や体調不良者が出た場合には、
スタッフ付き添いのもと、それぞれのスペースに案内
し、体調のチェックや入所受付のサポートを行います。

パーティションを有効活用する
各ゾーンは可能な限り個室にすることが望ましいが、
やむを得ず同室にする場合はパーティションで区切
るなどの⼯夫を行います。専⽤スペースには「専⽤ト
イレ」を確保することが望ましいです。

発熱者の動線
パーティション飛沫感染

防止
スクリーン

飛沫感染防止スクリーン

濃厚接触者の動線

発熱者ゾーン
スタッフルーム

立入禁止の
目印

濃厚接触者ゾーン

1つの教室等を2つのゾーンに区切る場合の設置例

8
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PPE着脱の手順

PPEの装着は、可能であれば2人で行います。まず、上着
を装着した後にゴム手袋を2重に装着します。サージカル
キャップをかぶり、フェイスシールドを装着して完成です。

作業中は、手袋をした手で顔を触らないよう注意しましょ
う。PPEを脱ぐ場合は上着、サージカルキャップ、マスクの
順に外し、それぞれを感染性廃棄物用のゴミ箱に捨てて
いきます。

最後に残った手袋は内側に触れないように片方の手袋
を脱ぎ、脱いだ手袋の内側部分でもう片方の手袋を脱ぐ
ようにします。

最後のマスクを脱ぐ前に手指消毒をし、ゴム部分を持っ
てマスクを外します。避難所運営スタッフ全員の体温や
体調の確認は、毎日行うようにしてください。

PPE（個人防護具）

PPE装着の
解説動画はこちら

事前受付で発熱や体調不良のある方と長時間接する可能性のある
スタッフや、専⽤スペースのスタッフは、必ずPPEを装着するようにします。
その他のスタッフは最低限、眼の防護具（フェイスシールド等）とマスクを
装着することが望ましいでしょう。

5

○事前受付で発熱や体調不良のある方と長時間接する可能性のあるスタッフや
　専用スペースのスタッフは必ずPPEを装着する。
○その他のスタッフは眼の防護具（フェイスシールド等）とマスクを最低限装着する。
○眼の防護具は目を覆うことができるもので代替可。
○上着（長袖ガウン）については、レインコート（カッパ）など、体を覆うことができ、
　破棄できるもので代替可。撥水性があることが望ましい。

ポイント

フェイスシールド

上着（長袖ガウン）

手袋（2重）

マスク

サージカルキャップ

9

【PPEの着用例】



専用スペースでの受け渡し

発熱・体調不良者の⾷事は、配⾷スタッフが専⽤スペース⼊⼝
まで運び、PPEを装着した専用スペースのスタッフが避難者に
配食します。食後はスタッフが食器を回収し、残飯やラップを感
染性廃棄物用のゴミ箱に捨てるようにします。

ソーシャルディスタンスを保って列に並ん
でもらうよう避難者に指示を行います。配
食テーブルには飛沫感染防止スクリーン
等を設置するようにしてください。

食器は「使い捨て容器」または
「ラップをしたもの」を使⽤します。

食事の受け渡し6
食事の配食方法は、居住スペースと専用スペースによって異なります。居住
スペースの避難者は配食カウンターで食事を直接受け取りますが、発熱者
や濃厚接触者への配食は、スタッフが専用スペースの入口（立入禁止の
手前）まで食事を運び、PPEを装着したスタッフへと受け渡します。

食事の受け渡しの
解説動画はこちら

○一人分ずつ小分けにして配食する。
○順番制にするなど、配食時の密を避けるための工夫をする。
○食器は使い捨て容器またはラップをしたものを使用する。
○健康な人は配食カウンターで個別に食事を受け取る。
○健康な人は飛沫感染を防ぐため、できるかぎり自身の居住スペース内での食事が望ましい。
○発熱・体調不良者の食事は配食スタッフが専用スペース入口まで運び、
　専用スペーススタッフが受け取り配食する。

ポイント

10



ゴミ処理の手順

①ゴミ箱にゴミ袋をかぶせ、いっぱいになる前に処理し
ます。

②ゴミに直接触れないように空気を抜いた後、ゴミ袋
を縛り、アルコール消毒を行います。

③ゴミ袋をもう一つのゴミ袋の中に入れ、外側の⼿袋を
捨ててしっかりと縛ります。

④内側の手袋を脱いだ後は、アルコール消毒を⾏うか、
流水でしっかりと洗ってください。

ゴミ処理（専用スペース）7
発熱、咳等の症状が出た方のための専用スペースでは、鼻水等が付着した
マスクやティッシュ、おむつ等のゴミ処理にも気を配る必要があります。

ゴミ処理の
解説動画はこちら

○手袋を２重に装着し、ゴミが一杯になる前に処理をする。
○ゴミに直接触れないように空気を抜いてしっかり縛る。
○アルコール消毒を行う。
○２重にしていた外側の手袋を２枚目のゴミ袋に捨てる。
○ゴミ袋を２重にしてしっかり縛る。

ポイント
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指定避難所は、地域の拠点として、被災者への情報発信の場となるとともに、必要な物資を受け取る場所にもなります。
サブ避難所を開設した場合は、連絡手段や物資の供給などの支援体制を構築しておくことが必要です。

エアコンの活用

夏場の避難所では避難環境を向上す
るために移動式のエアコンが必要にな
ることもあります。室内・室外機分離型
エアコンやスポットクーラーなどがありま
すので、避難所の環境に合わせて利用
を検討してください。

■ スポットクーラー■ 室内・室外機分離型エアコン

その他（サブ避難所）8
避難所での３密を避けるための分散避難という考え方に沿って、避難所
にはあらかじめ指定されている避難所のほか、災害の状況によりサブ
避難所と呼ばれる避難所が開設される場合もあります。

12

その他の
解説動画はこちら



■ 避難物資の一例。平常時から非常持出袋や個人備蓄の準備を促しましょう。

その他（避難物展示）8
災害時には、物資を手に入れることが難しくなり、また、支援物資の供給にも一定の時間を要する
ことが想定されます。事前の準備として、自助の備えをしてもらえるよう、体温計やマスクなどの
衛生用品を含め、各家庭での非常用持ち出し品の準備について周知を行うことが大切です。
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【避難所内の掲示例】
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